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東洋の人間観と脳情報学で実現する安らぎと慈しみの境地 

研究開発項目 

1. データ駆動モデル化 
 

2025 年度までの進捗状況 

１．概要 

データ駆動で安らぎと活力に関する個性のタイプ分けを行う

モデルを構築するため、「軽重ミックスデータベース」の拡充と、

軽いデータ・重いデータの双方を用いたサブタイプ推定を進め

た。第 2 期大規模調査を実施し、オンラインアンケート、スマー

トフォンによる日常行動計測、経験サンプリングに加え、MRI、

認知機能、意思決定課題を収集・前処理した。さらに、学習済

みクラスタリングモデルを新規データへ適用するアルゴリズムを

開発し、サブタイプの妥当性と安らぎ・慈しみ関連指標との関

係を検討した。 

２．これまでの主な成果 

研究開発項目 1：データ駆動によるモデル構築 

（1）「軽重ミックスデータベース」の構築とキュレーション 

研究開発項目 2 および社会実装チームと協働し、アンケー

ト、日常行動計測、経験サンプリングから成る「軽い」データの

収集項目を用いて、第 2 期大規模調査を実施した。オンライン

アンケートはのべ 17,413 名、行動計測調査は 781 名を対象に

実施し、データキュレーション後、解析対象として有効サンプル

10,834 件を得た。また社会実装チームが介入研究で収集した

質問紙データ 520 件も統合し、学習済みモデルの外的適用性

を検証できるデータ基盤を整備した。 

（2）安らぎと活力に関する個性のタイプ分けを行うモデルをデ

ータ駆動で構築 

軽いデータについて、ガウス特徴量とカテゴリカル特徴量を

含む学習済みクラスタリングモデルを新規データへ適用するた

め、変分事後分布に基づく対数尤度の期待値を用いたスコアリ

ング・アルゴリズムを実装した。新規データ 10,834 件および社

会実装チーム 520 件へ適用した結果、View 1-3 のサブタイプ

分布はトレーニングデータと概ね一致し、モデルの汎化性が確

認された。 

サブタイプの解釈では、協調的幸福・他者慈悲・自己慈悲が

高い統合ポジティブサブタイプ、社交不安が高く自己批判的な

サブタイプ、うつ傾向が高く自己慈悲が低いサブタイプなどが

見いだされた（図 1）。 

 
さらに、FFMQ の acting with awareness では View 1 のサブ

タイプ間に大きな差が認められ、侵入思考・衝動性が高いサブ

タイプほど「いまの行為」への注意保持が弱い可能性が示され

た（図２）。 

「 重 い 」 デ ー タ で あ る 脳 画 像 に つ い て は 、 Human 

Connectome Project の Connectome Related to Human Disease

プロトコルに基づき、構造画像、拡散強調画像、安静時 fMRI、

fieldmap を含む MRI データをのべ 141 名から収集し、XNAT へ

格納した。 

前処理済みデータに対して、健常者を対象に開発した階層的

教師あり・教師なし学習を用いたクラスタリングを実施し、160 本

の機能的結合を用いたモデルの再検査信頼性を評価した。尤

度トップ 20 モデル間の ARI を比較し、極端な解を避けつつ相

同性の高い最適モデルを選択した。 

 

研究開発項目 2：インターネット・スマホを用いた大規模調査 

KDDI 総合研究所および社会実装チームと協働し、オンライ

ンアンケート、スマートフォンログ、実行動、経験サンプリングを

組み合わせた大規模調査を継続した。収集したデータは、安ら

ぎ、活力、協調的幸福感、他者への慈悲、自己への慈悲、精

神症状、日常行動を横断的に評価できる構成とした（図１）。 

３．今後の展開 

今後は、第 2 期大規模調査データ全体のキュレーションを完

了し、軽いデータと重いデータを統合して安定した個人特性サ

ブタイプを同定する。脳画像データについては令和 7 年度収

集分の前処理完了後に随時クラスタリングを実施し、安らぎ・活

力・慈しみとの関係を検証する。最終的には、介入や社会実装

で利用可能な 5 つ以上の安定した個人特性タイプの抽出を目

指す。 

図 1: 軽いデータを用いたサブタイプと協調的幸福感

および慈悲傾向 

図 2: 軽いデータを用いたサブタイプと

マインドフルネス指標の差 
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東洋の人間観と脳情報学で実現する安らぎと慈しみの境地 

研究開発項目 

２．ニューロフィードバック

２０２５年度までの進捗状況 

１．概要 

本課題では、仏教を含む東洋の人間観と人工知能的な脳

科学を総合知として捉え直すことで、こころの状態遷移を

自ら観察できる機械と共生する新しい社会を目指した技術

開発を行っています（図１）。そのためには、こころの状態

遷移を十分に捉えることのできる時間解像度の高い可視化

装置を開発します。さらに、参加者のニューロフィードバ

ック学習に利用することで、外界に左右されぬ躍動性と安

定性のバランスを脳ネットワークとして獲得することを目

指します。 

図１：本研究開発課題の概要図 

 

２．これまでの主な成果 

脳状態遷移のリアルタイムフィードバック 

脳波(EEG)マイクロステートとは、近年再注目されている

脳波の解析手法です。時空間的に連続したダイナミクスを、

テンプレートと呼ばれる EEG の共通状態を事前に抽出して

おくことで、脳の状態遷移はこのテンプレート間の遷移で

表現されます。我々はこれまでに、球面で定義された状態

空間における縦回転と横回転の状態遷移をリアルタイムで

検出する技術を開発してきました（図２）。 

図２：球面状態空間における縦回転と横回転の 

状態遷移をリアルタイム検出してフィードバックする 

 

この開発したシステムを使ってニューロフィードバック

訓練をしてもらった参加者では、トレーニングを繰り返す

ことで、誘導方向に脳状態の取りやすさが変化することが

分かり（図３）、有害事象の発生もありませんでした。 

図３：ニューロフィードバック訓練による学習可塑性 

 

脳の状態遷移を機械学習で解明 

隠れマルコフモデルを使って安静時を含む複数の認知課

題で計測した大量の EEG データセットを解析したところ、

時系列および空間パターン的に再現性が非常に高い５つの

脳状態（アトラクタ）が抽出されました（図４）。このうち

左から１つ目と２つ目のアトラクタの出現率が認知課題に

比べて安静時で高く、３つ目は相対的に低いことがわかり

ました。 

 

図４：EEG から電流源推定した、再現性が高い５つのアト

ラクタ 

 

３．今後の展開 

今年度までの成果により、開発してきた脳状態遷移を誘

導する脳波ニューロフィードバックシステムを使うことで、

特定方向への脳状態の取りやすさが訓練可能であることが

分かりました。また、出現率が安静時に相対的に高いアト

ラクタを同定したことから、その知見を「こころの安らぎ」

を対象としたニューロフィードバックトレーニング開発へ

役立てることも想定されます。今後は、このようなニュー

ロフィードバック訓練を継続していくことで、どのような

ポジティブな効果が得られるのか、また、それを社会の中

に展開していくためのストラテジーも必要になります。こ

れらの知見を組み合わせることで、こころの安寧を実現す

るようなニューロフィードバックの実装を行い、最終的に

は、一般社会への成果の還元を目指します。 
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東洋の人間観と脳情報学で実現する安らぎと慈しみの境地 

研究開発項目 

３．社会実装 

２０２５年度までの進捗状況 

１．概要 

仏教文献に基づきつつ、瞑想を指南するナレーションを

録音し、アプリのプロトタイプ版を完成（図１）、仏典で言

及される煩悩から見た人間のタイプ分けと、タイプごとに

行うべき初歩的な瞑想を実装しました。アプリには、仏教

文献調査から策定された内容を忠実に実現するために、歩

く瞑想も動画として入れました。加えて数百人規模の介入

実験に耐える仕様が必要です。さらに複数の瞑想訓練プロ

グラムを完成させ、また実験デザインを策定して大規模実

験を実施し、科学的なデータの収集と分析を開始しました。 

図 1 MiruApp のスクリーンショット 

２．これまでの主な成果 

研究開発項目１：仏教文献調査と瞑想デザイン 

(1) 瞑想アプリのコンテンツを作成 
瞑想アプリでは、第一に心の自動的反応（＝拡張性）の

抑制を目的に「気づき」を基礎とし、同時に「慈しみ」の

涵養を目指し、本瞑想アプリの特徴である人のタイプに応

じた４種類の瞑想コース（貪り、怒り、愚かさ、偏りなし）

を作成、伝統的な瞑想実践を踏まえた内容・順序・構成を

提供し、プロトタイプ版の完成に協力しました。さらに、

「孤独／不安」、「前向き」等の研究開発目標の実現を目指

し、東洋瞑想アーカイブとの連動を実現させました。 

さらに、対面や Zoom による実際の瞑想とアプリでの瞑

想の効果を実証し信頼性を向上させるために、３種類の本

実験を行い、生体情報・DBM（デジタルバイオマーカー）・質問を

利用した検証を実施しました。Zoom での６週間の瞑想、僧

堂における長期の計測、対面での一週間のリトリートです。

仏教文献に記述される瞑想による顔の表情や他者への言葉

遣いの変化等を調査項目に、ライプニッツ・レジリエンス

研究所（ドイツ）の Kalisch 教授及び Puhlmann 博士と共同

でデータを採集し分析を開始しました。また瞑想時の脳状

態の変化を探るため、試行的に瞑想に熟達した比丘の脳波

計測の場を作り、データの収集を行いました。 

(2) アプリと連動した瞑想リテラシーのアーカイブ作成 

東洋瞑想アーカイブは、現代的な関心から瞑想に関わる

タイトルを付し、解説を原典の翻訳とともに提示しました。

加えて東洋の人間観に関わる道教やキリスト教の瞑想の情

報も整理しました。原典の現代語訳は WellGoing 目標と連

動してジャンル分けし、用語集の充実も図り、利用者の瞑

想リテラシー向上への貢献を目指しています。 

研究開発項目２ スマホアプリによる大規模介入実験 

人のタイプに応じた４種類の瞑想コースに加え、マイン

ドフルネスと呼ばれる現代的な応用実践コースを加えた５

種類の瞑想実践コースを、本プロジェクトで開発した瞑想

アプリ“MiruApp”に実装しました。さらに比較のため、瞑

想実践を求めず測定のみ行うコースを加え、６種類のコー

スの効果を検証しました。５６２名の参加者のデータを解

析し、それぞれのコースがどういった効果を持っているか

検証しました。リラックスした気分やウェルビーイングな

どについて、コースごとに異なる効果が示されました（図

２）。 

図 2 瞑想実践コースのうちひとつに見られた効果 

さらに、データ駆動モデル化チームによって開発された個

性のタイプ分けアルゴリズムを用いた解析を行いました。 

その結果、「こういったタイプの人にはこのコースが効果

的」という、タイプとコースの交絡が観察されました。た

だし、いずれのタイプ分けのアルゴリズムが適用できない

参加者の数が想定よりも多かったことなど、いくつかの課

題も残りました。 

対面での一週間のリトリートでは尿中ホルモンの計測な

ど、生理的な検討を行いました。その結果、リトリートに

よる心理的効果と、オキシトシンの変化量に有意な相関関

係があることがわかりました。 

３．今後の展開 

ライプニッツ・レジリエンス研究所との連携をさらに強

め、これまでに得られたデータから、瞑想実践によって変

化する心理的状態・特性と、表情や音声との変化について

結果をまとめます。 

MiruApp を用いた大規模な介入実験を再度行い、今年度

に残った課題の解決を目指します。また、オキシトシンな

どの生理指標を用いた検証を行います。 

以上により、個人ごとに実践する瞑想を変えることによ

る効果を多面的に検討します。また、瞑想実践の効果を客

観的に測定するための行動指標作成について検討を進める

など、今後のさらなる研究発展に向けた取り組みをします。 


